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解 答
【１】 ウ イ ウ エ エ ウ 明石 ア イ唄 欝 蔚 鰻 姥 厩 浦 瓜① ②

【２】 ７ １２０ ９ ９６０Ａ 唄 欝 蔚 鰻

６０ ６０ ９０ ２５ ５Ｂ 唄 Ａ Ｂ Ｃ 欝 蔚

【３】 ア・エ 石灰水 ７５Ａ 唄 欝 蔚

塩化水素 ８５.４ １０ ７.３ ６９.２ ３.５１Ｂ ア イ唄 欝 蔚 鰻 姥

６.８５厩

【４】 カ ウ オ ０.８ １ ０.７唄 欝① ② ③ ア イ ウ

１６０ １２０ １２０ １６０ ８０蔚 鰻 姥 厩 浦

解 説
太陽と月の南中から南中までの時間が同じであるとすると，日没後に見える月の位置はいつも同じ位【１】 欝・蔚

置になります。実際には，数日間で月の位置が西から南へと移動していることから，南中から南中までの時

間は月の方が長いことがわかります。

Ｃ地点では左，Ｄ地点では右にかたむいた地層が見られたことから，この付近の地層は，図のイ・ウ・エ鰻

のいずれかの向きに下がっていることがわかります。しかし，Ｄ地点の方が地層のかたむきが大きいので，

エの向きに下がっていると考えられます。

潮だまりは，満ち潮のときに海水につかる部分が，引き潮によって陸に出たときに海水がたまってできる姥

ので，ウの地点が最もあてはまります。

Ａ 輪ゴム１本あたりに皿の重さと３６０ｇ（７２０÷２）の重さがかかると１０ になり，皿の重【２】 唄・欝 綾

さと２４０ｇ（１２００÷５）の重さがかると９ になることから，輪ゴム１本を１ のばすのに必要綾 綾

な重さは１２０ｇで，皿に何ものせないときの輪ゴムの長さは７ （１０－１× ）になります。綾
１２０
３６０

お鰻 輪ゴム１本あたりには，２４０ｇ（１２０× ）にあたるおもりの重さがかかるので，皿にのせる
１
２

もりの重さは９６０ｇ（２４０×４）です。

Ｂ は６０ （１０×２＋２０×（７－５ ）動き，Ｂも６０ （１０×（７－１ ）動きます。また，唄 Ａ 綾 綾） ）

Ｃは動滑車につるされているので，９０ （ １２０＋６０）÷２）動きます。綾 （

Ａは毎秒２０ で動き，Ｂは毎秒１０ で動いているので，Ｃは毎秒２５ （ ２０×２＋１０）÷２）欝 綾 綾 綾 （

の速さで動きます。

Ｃが６５ 下がるのは，Ａが動き始めてから６秒後なので，Ｂが動き始めてからは５秒後（６－１）蔚 綾

です。

Ａ になる【３】 蔚 １０ｇのＡ（重そう）がすべて②（炭酸ナトリウム）に変化すると，６.４ｇ（３.２× ）
５

１０

ので，②に変化したＡの重さは，７.５ｇ（(１０－７. ）です。したがって，Ａの７３)÷(１－ ）１０
６.４

５ （ になります。％ ×１００）が②に変化したこと
１０
７.５

Ｂ ５.８５ｇの食塩をとかすためには，１００℃の水が少なくとも１５ｇ（１ ）が必要な鰻 ００×
３９

５.８５

ので，食塩が出始めるまでに蒸発した水の重さは，６９.２ｇ（４０＋５０－５.８５－１５)です。

水溶液①にとけている水酸化ナトリウムは５ｇ（ ）で，水溶液②にとけている塩化水素厩 ５０×
１００
１０

は３.６５ｇ（５ ）です。水溶液①と②をまぜると，水酸化ナトリウム４ｇと塩化水素３.６５ｇ０×
１００
７.３

が過不足なく反応し，食塩が５.８５ｇできます。このとき１ｇ（５－４）の水酸化ナトリウムが残る

ので，水を蒸発させると６.８５ｇ（５.８５＋１）の固体が残ります。

尿素はすべてタンパク質として排出されるので，分解したタンパク質の量は，１２０ｇ(４０.８÷０.３４)【４】 鰻

です。
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